
科目番号 １３４ 

授 業 

科目名 
基礎法特論（西洋法史） 選 択 開講年次 ３ 単位数 ２ 

科目区分 専門科目／教科に関する科目（地歴） 

サブ       

タイトル 
西欧の法の歴史を学ぶ 担当者 柳沢 謙次 

講義概要 

【概要】 

 古代ギリシアから古代ローマ時代を経て、フランク帝国から今日のドイツ・イタリア・フラン

スの基となった地域での諸国家の諸法の展開を、歴史を追って講じる予定。 

 

【到達目標】 

 西洋の法の歴史の概観を得る 

履修条件 
(特になし)。 

教科書・

参考書 

【教科書】 

(特になし)。教材としてプリントを毎回配布する。         

【参考書】 

(特になし)。講義中、適宜、紹介する。 

授業回数 内容  

1 西洋法全般のガイダンス 

2 古代ギリシア時代の法 

3 古代ローマ時代の法①「十二表法」の成立まで 

4     〃    ②共和制の時代の法 

5     〃    ③元首制～帝政時代の法  

6 旧西ローマ帝国範域での諸部族国家の法①フランク帝国成立まで 

7     〃             ②フランク帝国の分裂以降 

8 中世西欧社会の平和なる諸国家と法 

9 中世カノン法とその影響 

10 近世前期の諸国家と法 

11 近代のドイツ、フランスでの法 

12 英国法の発展 

13 啓蒙期の社会観・国家観、人間観と法 

14 西欧の近代法 

15 補論 

評価方法 
期末にレポートを課す。これに出席（回数）を＋α として考慮する。 

評価基準 

上記授業単元の内容について、此れを良く理解し、適切に表現出来た者には「A」を与える。単元の

内容に付いての理解や表現に不適切な点が有る者は其の程度に応じて「B」または「C」とし、単元の

内容に付いての理解自体が不十分な者は其の程度に応じて「D」または「E」とする。 

その他 
開講時限に鑑み、遅刻しないように注意しなさい。 

 


